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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
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◆

◆

◆ 今後の連携強化に向けた課題

改善点が早急に対応できるが日が経つと同じ問題が発生するのがひとつの課題である。

正確性を持続できるように弊社・事業所職員・利用者間の共有を解りやすく連携し強化に繋げることが課題である。

連携先企業名 株式会社マクロズ　-生地のM- 担当者名 倉田

課題点 ：
検品作業では、現場との差が発生し

ているため統一が必要

・当方が依頼した内容を着実に対応してくれている。

・改善点の擦り合わせをした際には早急な対応が可能である。

・課題→実務→改善→修正のフローが向上している。

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

◆

活動内容の追加コメント

◆ 得られた成果 ：
1週間の新規商品出品数が

約1.5倍に増加

当初ではメルカリの作業は単純作業（商品の再出品）

のみでしたが、日々の作業で信頼関係を構築してい

き、今ではメルカリの新規出品（商品ページの作成）

も任されるようになりました。

◆
対象者にとっての

メリット
： 現場と同程度の作業を経験可能

◆ 実施した結果 ：
低単価商品の裁断及び検品を

全て担当

◆

地域連携活動の概要

事業所内

利用者数

◆
地域にとっての

メリット
： 労働力増加による商品出品数の増加

◆
地域連携活動の

ねらい
： 慢性的な労働力不足の解消

6～8人

実施日程

住　所
岐阜県関市弥生町３丁目３番２７号

カルチャーロード店舗東棟１南号室
管理者名 石﨑　貴文

電話番号 0575-29-7166 対象年度 令和7年度

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家えむと 事業所番号 2110201056

実施した生産活動

施設外就労の概要
：

布生地の裁断及び検品

ECサイトへの出品

活動場所 活動の様子の写真・成果物の写真

2025年8月～


